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高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
、
記
憶

力
や
判
断
力
が
低
下
し
、
道
に
迷

っ
た
り
、
自
分
の
家
が
分
か
ら
な

く
な
る
方
も
い
ま
す
。
も
し
皆
さ

ん
の
周
り
に
気
に
な
る
方
が
い
る

と
き
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
連
絡
い
た
だ
い
た
方
の
情
報
は

伏
せ
、
職
員
が
地
域
の
巡
回
や
訪

問
、
相
談
を
行
う
な
ど
事
故
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
支
援
し
ま
す
。

■
認
知
の
低
下
が
あ
る
高
齢
者
を

支
え
る
家
族
の
皆
さ
ん
へ

　
日
ご
ろ
か
ら
、
こ
ん
な
工
夫
を

お
す
す
め
し
ま
す
！

・
衣
服
に
目
印
を
付
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
探
す
と
き
に
特
徴
が

分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
家
族
へ

の
連
絡

が
素
早

く
で
き

る
よ
う

に
、
連
絡
先
を
全
て
の
衣
服
や

靴
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
連
絡
・
相
談
窓
口
　
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
２
階

緯
４
２
～
３
２
１
３
）

■
も
し
も
行
方
不
明
者
が
発
生
し

た
と
き
に
は

①
親
戚
、
友
人
、
近
所
な
ど
思
い

当
た
る
と
こ
ろ
へ
の
連
絡
・
確

認
を
し
、
行
方
不
明
者
を
発
見

し
た
と
き
に
は
連
絡
を
も
ら
う

よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

②
そ
れ
で
も

行
方
が
分

か
ら
な
い

と

き

は
、

速
や
か
に

警
察
に
届

け
ま
し
ょ

う
。
夜
間
は
探
し
に
く
く
、
ま

た
、
連
絡
が
遅
れ
る
ほ
ど
、
探

す
範
囲
が
広
が
り
発
見
が
困
難

に
な
り
ま
す
。

▼
道
に
迷
っ
て
い
る
よ
う
な
高
齢

者
等
を
見
か
け
た
と
き
に
は

①
や
さ
し
く
声
を
か
け
て
あ
げ
て

　
く
だ
さ
い
。

②
名
前
や

住
所
が

答
え
ら

れ
な
か

っ
た
り
、

行
き
先
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

警
察
に
連
絡
を
し
、
警
察
官
が

来
る
ま
で
そ
ば
に
つ
い
て
い
る

か
、
最
寄
り
の
交
番
へ
の
案
内

を
お
願
い
し
ま
す
。

③
汗
を
か
い
て
い
た
り
、
喉
が
渇

い
て
い
る
様
子
の
場
合
は
、
水

分
を
補
給
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

▼
最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番

・
赤
歌
警
察
署
（
緯
３
２
～
０
１

１
０
）

・
歌
志
内
交
番
（
緯
４
２
～
３
２

２
７
）

・
文
珠
駐
在
所
（
緯
４
２
～
３
２

４
０
）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
住
民
票
や
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
を
請
求
す
る
と
き
、
転
入
・
転
出

な
ど
の
各
種
届
け
出
を
す
る
と
き
は
、
戸
籍
窓
口
で
請
求
や
届
け
出
に

来
た
人
が
「
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
」
の
提
示
が
必
要

で
す
。

　
証
明
書
の
請
求
な
ど
を
行
う
と
き
に
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 

〈
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
・
市
役
所
１
階
緯
４
２
～
３
２
１
７
〉

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

繋
証
明
や
届
け
出
の
対
象
と
な
る

方
本
人
、
ま
た
は
そ
の
方
と
同

じ
世
帯
の
方
が
窓
口
で
請
求
を

行
う
場
合

▽
窓
口
に
来
た
方
が
本
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類

罫
証
明
書
や
届
け
出
の
対
象
と
な

る
方
か
ら
、
委
任
を
受
け
た
代

理
人
が
窓
口
で
請
求
を
行
う
場

合
▽
委
任
状
と
、
委
任
を
受
け
た
代

理
人
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類

茎
前
の
２
つ
に
当
て
は
ま
ら
な
い

場
合

▽
市
役
所
１
階
・
戸
籍
年
金
グ
ル

ー
プ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

■
１
点
の
提
示
で
足
り
る
も
の

▽
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
障
害

者
手
帳
な
ど
で
、
顔
写
真
付
き

の
も
の

■
複
数
の
提
示
が
必
要
な
も
の

▽
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
公
共

料
金
の
領
収
書
、
官
公
署
や
法

人
の
身
分
証
明
書
な
ど

※
印
鑑
登
録
証
明
書
の
請
求
に
つ

い
て
は
、
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー

ド
）
を
提
示
す
れ
ば
、
本
人
確

認
書
類
や
委
任
状
を
提
示
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
で
あ
る
こ
と
を

 
確
認
で
き
る
書
類
と
は

住
民
票
・
戸
籍
証
明
な
ど
の
請
求
、
届
け
出
等

住
民
票
・
戸
籍
証
明
な
ど
の
請
求
、
届
け
出
等
はは

本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
で

 

本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
で
すす
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　春を迎え、いよいよ行楽シーズンの到来となりました。山や海へのアウトドア、山菜採り

などに出かけることも多くなります。

　出かける前、出かけ先でも火の取扱いや後始末を確実に行い、火災のない、安全で楽しい

行楽シーズンを過ごしましょう。 〈消防本部予防・保安グループ緯４２～３２５５〉

諮火を使ったら後始末を確実に行い、必ず消

火したことを確認しましょう。

諮紙くずなどのごみ類は、火災発生や延焼拡

大の原因となるため、必ず持ち帰りましょ

う。

■宿泊施設を利用するときは

諮万が一火災が発生した場合は、慌てず、落

ち着いて、従業員の指示に従いましょう。

諮たばこは、喫煙所など

決められた場所で吸い、

寝たばこは絶対にやめ

ましょう。

諮非常口、避難経路、消

火器などを確認しまし

ょう。

■山火事にご用心

　山火事の多くは「タバコ」や「火入れ」な

ど、火の不始末が原因で発生しています。

　空気が乾燥していたり強風が吹いていたり

などの気象条件が重なると、火種があっとい

う間に燃え広がります。また、山の中は消防

車が入っていけない場所が多く、消火活動が

非常に困難になっています。

　貴重な森林と生命、財産を守るため、入山

するときには次のことに

注意しましょう。

諮たばこを吸う方は携帯

灰皿を使用し、投げ捨

ては絶対にやめましょ

う。

行行行行行行行行行行行行行行行行楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽シシシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズズズズンンンンンンンンンンンンンンンンをををををををををををををををを行楽シーズンを！！！！！！！！！！！！！！！！！
安全安全でで
楽し楽しいい

　全国的に放火火災は春先に多く発生してい

ます。特に夜間、寝静まり人通りの少なくな

る時間帯に多く発生します。

　できるだけ家の周りを明るくして、燃えや

すいものを置かないようにしましょう。

〈放火危険度をチェックしてみましょう〉

□家の周りを整理・整とんし

ていますか？

□ごみは収集日の朝に出し

ていますか？

□物置などにかぎをかけて

いますか？

□郵便受けに郵便物をため

込んでいませんか？

放火されな放火されないい
街をつくりましょ 街をつくりましょうう

 僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
 

　全国的に消火器や住宅用火災警報器などの悪

質な訪問販売業者が出回り、被害が続出してい

ます。

　消防本部がこれらの住宅用火災警報器などを

販売することや、販売を業者に委託することは

絶対にありません

のでじゅうぶん注

意してください。

　もし、不振な訪

問販売業者が訪ね

てきた場合は、消

防本部予防・保安

グループに連絡し

てください。

悪質な訪悪質な訪問問
販売に注意販売に注意！！
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ス
ポ
ー
ツ
奨
励

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞賞

教
育
文
化
奨
励

教
育
文
化
奨
励
賞賞

歌
志
内

歌
志
内
市市

　
ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
文
化
活
動
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
市
民
な

ど
を
表
彰
す
る
、
平
成
　
年
度
の
歌
志
内
市
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・
教

２４

育
文
化
奨
励
賞
受
賞
者
が
決
定
し
、
３
月
　
日
、
教
育
委
員
会
で
授

２６

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
者
は
５
人
で
、
い
ず
れ
も
全
国
・
全
道
の
競
技
大
会

な
ど
で
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

お
名
前
と
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
在
学
校
と
学
年
は
、
授
与
式
当
日
の
も
の
を
記
載
し
て
い

ま
す
。

歌
志
内

歌
志
内
市市

教
育
文
化
奨
励

 
教
育
文
化
奨
励
賞賞

歌
志
内

歌
志
内
市市

ス
ポ
ー
ツ
奨
励

 
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞賞

鞄
 佐
  々
  木
  藍
 さ
ん
（
中
学
３
年

さ
 

さ
 

き
 
あ
い

生
）

　
第
　
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

６２

動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
（
札
幌
保
護

観
察
所
管
内
応
募
総
数
７
９
３

点
）
で
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

鞄
 小
  西
  佑
  弥
 さ
ん
（
中
学
１
年

こ
 
に
し
 ゆ
う
 
や

生
）

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と

し
て
、
防
火
・
防
災
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
、
ポ
ス
タ
ー
・
中
学
生
の
部
門

（
応
募
２
２
６
作
品
）
で
、
北
海

道
少
年
婦
人
防
火
協
議
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

平
成
　

 　
年
度

２４

鞄
 鈴
  木
  美
  幸
 さ
ん
（
歌
志
内
市
立

す
ず
 
き
 
み
 
ゆ
き

病
院
勤
務
）

　
今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
大
阪
国

際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
お
い
て
、

２
時
間
　
分
　
秒
の
好
記
録
で
完

５８

４２

走
し
ま
し
た
。
平
成
　
年
度
は
、

２４

　
大
会
に
出
場
を
し
て
、
優
勝
な

２０ど
を
果
た
し
ま
し
た
。

鞄
 加
  藤
  優
 さ
ん
（
中
学
３
年
生
）

か
 
と
う
 ゆ
う

　
今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
第
　
回
４５

北
海
道
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
に
お

い
て
、
回
転
競
技
で
４
位
、
大
回

転
競
技
で
５
位
の
好
成
績
を
収
め
、

第
　
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

５０
へ
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

鞄
 菅
  原
  桃
  花
 さ
ん
（
小
学
２
年

す
が
 わ
ら
 も
も
 
か

生
）

　
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク

ー
ル
北
海
道
地
区
大
会
（
小
学
１

・
２
年
生
部
門
）
で
銀
賞
、
毎
日

こ
ど
も
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
（
小

学
校
２
年
生
の
部
）
で
銀
賞
、
情

熱
の
日
・
芸
術
祭
「
コ
ン
ク
ー
ル

シ
ュ
ー
レ
」
に
て
部
門
優
秀
者
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

▲右から、鈴木さん、加藤さん、佐々木さん、小西さん、
菅原さん、森塚教育長

　
新
緑
の
か
も
い
岳
温
泉
広
場
を
発
着
し
、
山
林
内
を
マ
ラ
ソ
ン
す

る
馬
術
大
会
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
大
会
当
日
に
は
、「
市
民
と
馬
の
ふ
れ
あ
う
日
」
と
し
て
、
ひ
き
馬

に
よ
る
乗
馬
体
験
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
連
れ
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

〈
か
も
い
岳
２
０
１
３
ソ
メ
ス
サ
ド
ル
杯

 

エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
馬
術
大
会
実
行
委
員
会
〉

ソソソソソソソソソソソソソソソソ
メメメメメメメメメメメメメメメメ
スススススススススススススススス
ササササササササササササササササ
ドドドドドドドドドドドドドドドド
ルルルルルルルルルルルルルルルル

ソ
メ
ス
サ
ド
ル
杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯

エエエエエエエエエエエエエエエエ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
デデデデデデデデデデデデデデデデ
ュュュュュュュュュュュュュュュュ
ララララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
スススススススススススススススス
馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬
術術術術術術術術術術術術術術術術
大大大大大大大大大大大大大大大大

　
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
馬
術
大
会会会会会会会会会会会会会会会会会

■
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
競
技
大
会

▼
と
　
き
　
５
月
　
日
（
日
）
６

１２

時
～
　
時
１５

▼
と
こ
ろ
　
か
も
い
岳
温
泉
広
場

を
発
着
と
し
た
ゲ
レ
ン
デ
内
、

山
林
を
回
る
特
設
コ
ー
ス

※
観
覧
は
温
泉
及
び
ゲ
レ
ン
デ
付

近
の
み
可
能

※
当
日
は
、
山
林
内
の
通
行
は
禁

止
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
市
民
と
馬
の
ふ
れ
あ
う
日
（
ひ

き
馬
に
よ
る
乗
馬
）

▼
と
　
き
　
５
月
　
日
（
日
）　

１２

１０

時
～
　
時
１３

▼
と
こ
ろ
　
か
も
い
岳
温
泉
下
の

緑
地
帯

▼
参
加
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　
大
会
事
務
局

（
か
も
い
岳
温
泉
内
緯
４
２
～

３
９
３
９
）

※
当
日
は
、

焼
き
鳥
や

カ
レ
ー
ラ

イ
ス
な
ど

の
飲
食
屋

台
も
出
店

し
ま
す
。
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文
化
連
盟
加
盟
団
体
コ
ー
ナ
ー
　
⑤

　
広
報
う
た
し
な
い
で
は
、
公
民

館
等
で
活
動
し
て
い
る
歌
志
内
文

化
連
盟
加
盟
団
体
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
今
月
は
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
現
在
　
名
の
会
員
で
、
皆
さ
ん

２０

と
て
も
仲
が
良
く
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
で
元
気
に
活
動
し
な
が
ら
、
健

康
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
年
齢
層
も
は
ば
広
く
、　

歳
に

９１

な
る
男
性
が
１
人
い
ま
す
が
、

若
々
し
く
、
元
気
の
秘
訣
を
聞
く

と
、「
み
ん
な
と
ダ
ン
ス
を
し
て

い
る
か
ら
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
特
に
踊
り
の
ジ
ャ
ン
ル
は
無
く
、

音
楽
が
あ
れ
ば
音
に
合
わ
せ
て
踊

れ
る
そ
う
で
す
。

　
適
度
な
動
き
を
す
る
こ
と
で
、

皆
さ
ん
足
腰
が
丈
夫
に
な
る
そ
う

で
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
和
気
あ

い
あ
い
と
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い

ま
し
た
。

　
練
習
時
間
は
２
時
間
で
、
合
間

に
休
憩
を
取
っ
た
後
、
再
び
練
習

で
良
い
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。
今

は
、
文
化
祭
の
出
場
に
向
け
て
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

　
日
帰
り
の
旅
行
も
あ
っ
て
、
食

事
も
そ
う
で
す
が
、
旅
行
先
で
み

ん
な
で
ダ
ン
ス
を
踊
る
の
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
る
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
見
学

に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
男
性

の
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

年
齢
問
わ
ず
参
加
し
て
一
緒
に
ダ

ン
ス
を
踊
り
ま
し
ょ
う
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

■
活
動
の
ご
案
内

▼
活
動
日
　
毎
週
水
曜
日
　
　
時
１０

～
　
時
１２

▼
場
　
所
　
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
　
代
表
　
芳
賀
廣

子
さ
ん
（
緯
４
２
～
３
８
４

５
）

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　
犯
罪
な
ど
が
増
加
す
る
こ
の
時

期
に
、
警
察
、
自
治
体
、
関
係
機

関
・
団
体
な
ど
と
連
携
・
協
働
し

て
犯
罪
の
未
然
防
止
を
目
指
し
、

人
や
地
域
、
社
会
の
絆
を
深
め
、

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域

社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
次
の

と
お
り
「
春
の
地
域
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
各
地
域
で
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
子

ど
も
の
見
守
り
」
な
ど
、
相
互
に

声
を
か
け
合
い
、
防
犯
意
識
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

■
期
　
間
　
５
月
　
日
（
土
）
～

１１

同
　
日
（
月
）

２０

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
み
ん
な
で
築
こ
う
　
安
全
で

安
心
な
大
地
」

■
運
動
の
重
点

・
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
窃
盗

の
被
害
防
止

・
自
転
車
盗
の
被
害
防
止

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

〈
歌
志
内
市
防
犯
協
会
〉

「
春
の
地
域
安
全
運
動
」
を
実
施

  價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價

市
役
所
庁
舎
内
の
一
部
が
変
更
と
な
り
ま
す




